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１．はじめに
　「光あるところに影がある―」のナレーションで始
まる忍者のアニメがかつてあったが、　暗いところ
から明るいところに出ると、眩しすぎて目が開けら
れない。逆に、明るいところから急に暗いところに
入ると、とたんに何も見えなくなり、多くの人は不
安に襲われる。
　ただ、この現象と同一視はできないものの、光の

あるところに住む「光の中の住人」は闇を恐れ、暗
闇の中に住む「闇の中の住人」は光を恐れる。これ
はあくまで比喩であるが、ここで言う「光」という
のは、「知識」のことである。すなわち、知識ある者
は無知を恐れ、無知なる者の集団は、知識ある者を
恐れると、そういうことである。
　こう言われると、果たして何を言いたいのか、キ
ツネにつままれたような気分になるかもしれない。
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もちろん、これを読んでいる読者の殆どは、「光の
中の住人」であり、知識を持っていることを是とし
ている方々である。そうした「光の中の住人」とい
うのは、暗闇（＝無知）というものを恐れるもので
ある。
　しかしながら、自らを「闇の中の住人」と自負し
ている方々というのは、むしろ少数である。最も恐
ろしいのは、むしろ、知らぬうちに、いつのまにか
「闇の中の住人」になってしまっていることである。
実は、何を隠そう、これを読んでいる読者の中にも、
そういった現象が見られることがあるのである。
　けれども、急にそんなことを言われたところ
で、心当たりは全くないし、何を言われているのか、
さっぱりわからないであろう。そう、普段から自覚
の無いものは、突然に聞かれたとしても直ぐには分
からない。
　では、こんな質問をしてみることとしよう。それ
は、「“成功”の反対は何か？！」ということである。
　ここで、「“成功”の反対は何か？！」と聞かれれば、
それは成功の反対概念である“失敗”に決まってい
るではないか。そう考えるのが普通である。けれども、
あえてそれを聞くぐらいだから、「成功の反対は失
敗」というような単純な話ではないだろうと、多く
の読者は思っているに違いない。そしてそれは、もっ
ともなことである。
　では、ちょっと視点を変えて、「“成功”の先にあ
るのは、何であろうか？！」そして「“失敗”の先に
あるのは、何であろうか？！」ということを考えて
みたいと思う。そう、その目的達成を諦めない限り、
失敗の先にあるものは成功である。もちろん、以前
にも述べたことがあるように、成功というのは失敗
を扱うときよりも、はるかに難しい。成功して堕落
した例は、枚挙に暇がない。失敗というものは、そ
れをしたときに、成功へと駆り立てるものが、自分
自身にも、周囲にも存在する。けれども、成功者に
対して、それが堕落するかどうかは、全くをもって
本人次第だからである。
　けれども、言えることは、成功の先にあるのは、
繁栄か堕落であり、失敗ではない。そしてまた、あ
えて言うまでもないが、目標達成を諦めない限り、
失敗の先にあるのは成功であり、その意味では、「失
敗というのは成功に至るまでの一過程に過ぎない」

ということになる。
　ここで、少し話はずれるが、「利口になること」と
「馬鹿になること」は、完全なる反対事象ではない。
何となれば、「利口になることよりも、馬鹿になら
ないことのほうが遥かに重要である」ということが、
よくあるのである。例えば、先に述べた「成功者が
自堕落する」ことを防ぐためには、利口になっても
らうよりもむしろ馬鹿にならないようにしてもらう
ことのほうが、はるかに重要なのである。
　これは、成功というものは一歩一歩着実に積み上
げていくようなものであるのに対し、失敗というの
は、それこそ転がり落ちるように、あっという間に
奈落の底に落ちていくようなものだからである。こ
れは何も、事業を実際に行った方だけでなく、株式
投資のようなものをした方とて経験することである。
したがって、賢い人というのは、積極的に利口にな
るよりもむしろ、馬鹿にならない途を選ぶ。すなわ
ち、消極策に出るのである。
　また、何もしなければ、もちろん成功はしないが、
失敗もしない。こうしたことが、「成功の反対は失敗」、
だから「失敗というものは、絶対にしたくない」と
いう考えを生み出し、人々を更に消極的にしていく。
そこに、日本企業特有の「減点方式」という人事考
課が極めて有効に作用し、人々は益々消極的になっ
て行く。そして更に、ある問題が起きてしまったよ
うなときには、日本人特有の解決策である「問題と
いうものを積極的に解決することはしない」「むしろ、
問題を先送りにして、問題が解消するのを待つ」と
いう戦法に出る。そこには、積極的に打って出よう
という意思すら見出すことはできない。

２．イノベーションが起こらない世界
　「何もしないこと」によりどうなるか、ということ
は既に歴史が証明している。キリストが死んでワッ
トが誕生するまでの約1700年の間、ヨーロッパの一
人当たりＧＤＰは、たったの170ドルしか上がらな
かったという（インビジブル・エッジより）。この
時代は、童謡の「大きなのっぽの古時計」の歌詞で
はないが、100年間も同じ時計を使っている。そして、
この歌詞からうかがえることは、この少年も、その
父も、その歌の中ではまさに臨終の床に臥せってい
る祖父も、皆が同じ生活様式で、同レベルの生活を


